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経済・経営 

【代表的な研究テーマ】 

□ 営業戦略・行動・管理と営業成果の因果関係分析 

 

■ 産業財 

■ 流通 

■ 営業 

課題解決に役立つシーズの説明 

1. 研究テーマと目的 

営業戦略・管理・行動は、他の企業経営の様々な機能に比べ、課題解決に向けた研究がされてこな

かった。しかし企業の収益を左右する営業活動は、科学的に分析可能な研究フレームを構築し、実証

的に、様々な金が関係を検証していく必要があるはずである。 

 

 

2. これまでの研究成果 

① 営業管理様式と営業成果の因果関係 

営業管理様式に関しては、成果主義管理的か、行動主義的管理かという、二元対比で論じられてき

たものを、より具体的な、複数の管理方式に分けて、営業成果との因果性分析を進めた。 

その結果、成果主義的な管理は、弱いながらも売上・利益に寄与するのに対し、行動主義的な管理

は、営業員の動機付や業務満足度向上、また顧客満足度向上や顧客との関係強化等に、強く寄与す

ることが確認された。 

 

② 営業戦略･営業行動と営業成果の因果関係 

顧客適応的・個別的な営業戦略・行動は、営業員の動機付や業務満足度向上、また顧客満足度向

上や顧客との関係強化等に、強く寄与することが確認されたが、多元的に営業成果を高めることができ

るのは、営業部門で、自律的・積極的に選択できる戦略･行動であることが確認された。 

 

 

3. この他の研究 

上記以外で、製造メーカーの流通チャネル戦略の分析や、企業間の取引関係の分析、ビジネスモデ

ル分析などを行なっている。 

 

 

4. 今後に向けて 

上記のような分析をベースにして、企業の様々なマーケティング活動と経営成果との因果関係につい

て分析していく予定でいる。 

企業で指向されるマーケティング活動と成果との因果関係の解明は、社会的な要求も大であるため、

その要求に応えられるよう、研究を発展させていきたいと考えている。 
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